

































































4 貝原益軒著。本草書。16巻、付録2巻、諸品図 3巻。宝永 5年 (1708)成立。『本草綱目j所載のものに、日
本特有のものや外国産のものも加え、総数1362種を分類し和文体で記述する。










ものなり 。J2. r神社合杷は民の和融を妨ぐ。J3. r合杷は地方を衰弱せしむ。J4. r神社合杷
は国民の慰安を奪い、人情を薄うし、風俗を害することおびただし。J5. r神社合杷は愛国心を
損ずることおびただし。J6. r神社合前Eは土地の治安と利益に大害あり 。J7. r神社合杷は史蹟
と古伝を滅却す。J8. r合杷は天然風景と天然記念物を亡滅す。」
以上が、熊楠が神社合杷反対意見の中で展開した主張だが、大きくまとめると 2つの側面が見
えてくる。 lつは「民の和融Jというキーワードを主軸に据えた意見 (特に 1、 2、3、5、6、























7 南方熊楠『南方熊楠全集j第7巻、 1971、平凡社、 476-594頁参照。



































































































































































































向が変わらなければ「縁」ということを説明してい " 図 4
る。そしてそれらの「縁」と「起」は「大日」、「心」、「物」、「事J、「名J、「印jに「力Jとして
加わり、それらはすべて大日如来の叡智体の中に包摂されているということを図示しているのが
中沢新ーの言う「南方マンダラJだと考えられる。
おわりに
以上の「南方マンダラJを巡る考察において、浮き彫りになってきた南方熊楠の思想上の基盤
は仏教、特に彼が多く言及する真言密教に多大な影響を受けていると言ってよい。<科学を包摂
する真言の教え>を基に示した物事の関係性についての彼の思想、「南方マンダラJの中には大
日如来をはじめ、それまでは科学的とは異質のものとして認識されてきた仏教を彼独自の科学的
概念に当てはめており、仏教理論を基盤にした科学概念を築き上げているという点が彼の思想の
特色と見られる。その熊楠の思想を象徴する一文をここに挙げる。
「今わが真言の教えは万有を網羅して残すことなし。故に科学というもその一相なり 。」釘
帰国後はそれまでの熊楠の研究には見られなかった心理学などに興味を示し、その研究を進め
る過程で「予の量陀羅Jを編み出し、仏教の重要性を指摘したことや、神社合間反対意見におい
て「民の和融jを大きく取り上げ、「民の和融Jを実現する際には量陀羅が非常に重要な要素に
なることを指摘した。
神社合杷反対意見の中では「民の和融」を人聞社会と自然環境との関わりの中で理解している
が、土宜法竜との書簡では宗教と社会との関わりについて触れている。その中では、より良い社
会を実現するためには<軍事力>、<殖産興業>、中でも<科学教育>が必要だということを訴
えており、それを包摂する真言呈陀羅が重要な役割を担うことを指摘している。その熊楠の思想
を図示したものが「南方マンダラ」に他ならない。
「南方マンダラjは熊楠が考える、我々が住む世界を形而上的に説明する哲学ではないかと私
お同上、 334頁。
訂同上、 359頁。
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南方熊楠の思想
は考えている。言うなれば、熊楠が考えたこのような形而上学が、 一つの哲学としての様式を備
えたシステマティックなものだとすれば、それは<南方哲学>として新たな分野を開拓すること
ができるのではないか。
これらの熊楠の思想は、機械論的な近代科学に対して警鐘をならすものだと考えられる。仏教
理論に基づいた独自の思想と、その中に西洋科学を包摂する熊楠独自の思想スタイルは、「南方
マンダラ」を基にした「南方哲学」とも言える構造であり、 21世紀において新たな理論的展開を
示す可能性を秘めているのではないかと私は考えている。
付記:本稿の執筆に際して、佐久間正教授よりいくつかの教示を得ました。記して感謝致します。
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